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十

領
治
） 

）

ここ
のの
地地
にに
一一
〇〇
六六
年年   

   

よよ
ろろ
しし
くく
おお
願願
いい
いい
たた
しし
まま
すす
。。   

自
由
・
創
造
を
モ
ッ
ト
ー
に
趣
向
を
凝
ら
し
て
、
就
職
試

験
・
補
習
の
合
間
を
縫
っ
て
た
だ
今
準
備
中
。 

【
放
課
後
】
生
徒
の
部
活
動
・
課
外
活
動
の
こ
と 

○
レ
ス
リ
ン
グ
部
・
全
国
高
校
総
体
（
会
場
・
倉
敷
）
で
１

０
ｋ
ｇ
級
高
林
努
君
（
農
業
土
木
科
３
年
）
が
準
々
決

で
、
和
歌
山
北
高
校
（
松
永
）
に
フ
ォ
ー
ル
勝
ち
、
続

準
決
勝
で
青
森
光
星
学
院
（
荒
木
田
）
に
惜
敗
す
る
も
、

々
の
全
国
第
３
位
と
な
る
。 
○

撃
部
・
国
体
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
会
場
・
鳥
取
）
で

年
男
子
・
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
の
部
で
、
石
坂
真
一
君
（
生

工
学
科
３
年
）
が
県
中
国
地
方
第
２
位
。
上
位
３
人
に

り
埼
玉
国
体
へ
出
場
を
決
め
た
。
少
年
男
子
・
ビ
ー
ム

イ
フ
ル
で
も
千
丸
泰
弘
君
（
生
物
工
学
科
３
年
）
が
県

勝
と
い
う
こ
と
で
、
も
う
す
で
に
出
場
を
決
め
て
い
る
。 

○

奏
楽
部
・
第
四
十
五
回
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
（
小
編
成

門
）
で
、

校
初
の
銀
賞
に
入
賞
し
た
。 

 

本

職
員
室
】 

校
に
は
百
名
近
い
教
職
員
が
い
ま
す
。
そ
の
先
生
方
か

そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
の
分
野
の
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
今
回
は
紙
面
の
都
合
で
休
み
ま
す
。 

 

じょうほうし本 

【
朝
礼
台
】 

（
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
毎
回
校
長
の
話
を
お
届

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

け

）

｢

顔
の
見
え
る
学
校
づ
く
り｣

を
目
指
し
て 

地
域
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
か
ら
本
校
の
教
育

振
興
の
た
め
に
特
段
の
御
理
解
と
御
支
援
を
賜
り

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
四
月
の
異
動
で

川
上
農
業
高
校
か
ら
ま
い
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

本
校
は
今
年
で
百
六
年
を
迎
え
ま
す
が
、
正
門

か
ら
の
植
物
園
に
は
楠
の
木
が
本
校
の
歴
史
を
象

徴
す
る
樹
木
と
し
て
生
い
茂
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
百
六
年
の
歴
史
の
上
に
立
ち
、
よ
り
一
層

域
の
方
々
の
信
頼
に
応
え
、
家
庭
や
地
域
と
連

・
協
力
し
て
生
徒
の
健
や
か
な
成
長
を
図
っ
て

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
、
高
松
農
高
の
生
徒
た
ち
が
ど
の
よ
う
な

動
を
し
て
い
る
の
か
を
、
地
域
の
皆
様
方
に
知

て
い
た
だ
く
た
め
に
、｢

備
中
高
松
城
下
町
か
わ

版｣

を
発
刊
す
る
運
び
と

ま
し

な
り

た
。

本
校
は
、
個
性
あ
ふ
れ
る｢

顔｣

の
見
え
る
学
校

く
り
に
切
磋
琢
磨
し
、
地
元
の
方
々
か
ら
可
愛

ら
れ
、
親
し
ま
れ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
御
協
力
、
御
支
援
を
賜
り

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
岡

県

高
松
農
業
高
等
学
校
第
二

七
代
校
長･

立
邉

プ
チ
ド
・
ア
ミ
ノ
酸
が
豊
富
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
伝

食
品
テ
ン
ペ
に
つ
い
て
研
究
中
。
我
が
国
で
は
岡
山

が
最
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
加
工
品
と
し

岡
山
県
産
黒
大
豆
と
牛
乳
を
使
っ
た
新
し
い
ヨ
ー
グ

ト
を
開
発
中
で
す
。
こ
れ
が
結
構
お
い
し
い
の
で
す
。 

備
中
高
松
城
下
町
か
わ
ら
版 

あ
ぜ
み
ち
】
季
節
の
歳
時
記
等 

と
い
う
誌
名
に
つ
い
て 

当
時
こ
の
よ
う
な
呼
び
名
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
定

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
、
縁
あ
っ
て
こ
の
地
に

活
す
る
人
々
に
対
し
て
、
本
誌
が
話
題
を
提
供
し
、

域
の
良
さ
を
再
認
識
す
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思

命
名
し
ま
し
た
。 

【
雷
】
町
の
人
の
高
農
生
に
対
す
る
叱
咤
。 

時
々
道
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
、
す
ぐ
よ
け
て

く

思
う
こ
と
が
あ
る
。 

れ
れ
ば
い
い
の
に
と

 
 
 
 
 
 
 

高
松
・
女
性
・
六
十
五
歳 

し
。

徒
の
悲
し
い
場
面
。 

 

ホ
ッ
ト
す
る
良
い
話
。 

 

さ
つ
を
よ
く
し
て
く
れ

ん
が
よ
く
あ
い
さ
つ
し

松
・
女
性
・
六
十
五
歳 

学
校
に
行
っ
て
い
る
気

分
の
専
門
の
農
業
の
勉

い
る
気
が
す
る

 

美
し
い
行
動
な
ど
。 

古
才
・
男
性
・
四
十
六
歳 

 
【
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
】 

た
っ
た
一
枚
の
写
真
や
短
い

言
葉
が
多
く
の
こ
と
を
伝
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
情
報
誌

名
乗
る
本
誌
が
こ
れ
ほ
ど

文
字
や
写
真
を
使
っ
て
、
一

ど
れ
だ
け
の
こ
と
を
伝
え

れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ア
テ
ネ

色
だ
っ
た
こ
の
夏
。
せ
め
て

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
次
に

な
げ
た
い
。 

 
本校は明治３２年４月岡山県農学校として創
立。修業年限３ヵ年，農・獣医の２科を設置。
現在の門は昭和５４年に創立８０周年を記念
して改築されたもの。初代校門は校内のグラ
ンドの脇に今も保存されています。 

【
季
節
風
】 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
町
の
人
の
生
の
声
を
載
せ
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
高
松
農
業
高
校
に
と
っ
て

都
合
の
良
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
む
し
ろ
苦
言

な
ど
も
積
極
的
に
有
り
の
ま
ま
の
声
を
載
せ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
地
に
一
〇
六
年

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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能九 八展書か九え目九物ーて
２勝く堂射少物入ラ優吹部

【
本ら
な月 歓
声
】
学
校
行
事
・
授
業
な
ど
学
校
生
活
の
こ
と
。 

月
二
十
七
日
（
金
）
生
徒
会
十
名
が
ク
リ
ー
ン
作
戦
を

開
。
特
に
目
立
っ
た
国
道
近
く
の
看
板
な
ど
三
箇
所
落

き
を
消
し
ま
し
た
。
気
持
ち
は
一
つ
。
私
た
ち
の
町
だ

ら
・
・
で
す
。 

月
八
日
（
水
）
に
岡
山
聾
学
校
で
、
ス
ポ
ー
ツ
・
花
植

な
ど
で
交
流
。
希
望
者
三
十
名
が
参
加
。
今
年
で
２
回

。
両
校
の
楽
し
い
行
事
に
育
っ
て
い
ま
す
。 

月
十
一
日
（
土
）
に
本
校
を
会
場
に
、
園
芸
療
法
・
動

療
法
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ｉ
ｎ
岡
山
（
園
芸
療
育
セ
ン
タ

主
催
）
が
開
催
さ
れ
た
。
植
物
や
動
物
が
本
来
に
備
え

い
る
生
命
力
、
素
朴
さ
、
純
粋
さ
、
美
し
さ
、
運
動
機

ど
が
見
直
さ
れ
は
じ
め
ま
し
た
。 

二
十
九
日
（
水
）
に
体
育
祭
。
集
団
の
美
・
規
律
・

【
本イがっが会で

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
本
校
の
学
校
生
活
の
こ
と
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

こやら
【
今ペ統県てル

【

 

○か生地い
【
木

 
 
 

今
回
は
該
当
事
項
な

枯
ら
し
】
高
農
の
生

【
木
漏
れ
日
】
高
農
生
の

ど
こ
で
会
っ
て
も
あ
い

る
。
寄
宿
舎
の
生
徒
さ

て
く
れ
る
。 

 
 

 

高

【

 

み
ん
な
目
的
を
も
っ
て

が
す
る
。
部
活
動
や
自

強
や
実
習
に
打
ち
込
ん
で

せ
せ
ら
ぎ
】
高
農
生
の原
農
場
】
ニ
ュ
ー
ス 

校
の
ビ
オ
ト
ー
プ
に
は

科
）
（
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ａ

い
ま
す
。
そ
の
保
護
活

て
い
た
生
物
工
学
科
３

教
え
て
く
れ
た
こ
と
」

、
中
国
大
会
で
最
優
秀

開
催
さ
れ
る
全
国
大
会

陽
光
】
新
技
術
紹
介 

、
本
校
生
物
工
学
科
３

こ
で
は
、
本
校
の
誇
る

新
し
い
取
組
の
紹
介
や

せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
をの体ら一今つ
渡 地携い活っらづがいま山
ス
イ
ゲ
ン
ゼ
ニ
タ
ナ
ゴ
（
コ

類
・
種
の
保
存
法
の
指
定
種
）

動
に
一
年
生
の
時
か
ら
関
わ

年
草
地
郁
也
君
が
、「
タ
ナ
ゴ

で
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
の
県
大

を
獲
得
し
、
十
月
に
横
浜
市

に
出
場
し
ま
す
。 

年
生
は
課
題
研
究
で
、
大
豆

農
場
の
ニ
ュ
ー
ス
、
新
技
術

生
産
物
の
こ
と
な
ど
を
お
知

。 


